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お客様の企業価値向上に向けて
～温室効果ガス削減の取組み～
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【オートリースを取り巻く変化】

【三菱オートリースの
　　　　　　　トータル車両管理サービス】

　金融機能のご提供　から
　　　トータル車両管理サービスのご提供へ

環境対応 安全対策 コンプライアンス

運行管理 コスト管理 調達・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

三菱オートリースの目指すもの
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排出権取得の背景

取得の目的

排出権の
内容

取得形態

トータル車両管理の一環としての

　お客様の環境対応支援ツール

CER〔現物〕

信託受益権

三菱商事の韓国における
代替フロン分解事業

〔受託者〕
三菱UFJ信託銀行
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排出権付き自動車リース商品概要

企業価値
向上

排出権
償却

排出権付
リース契約

証明書
発行

三
菱
オ
ー
ト
リ
ー
ス

お
客
様

一
般
市
場
等

日
本
政
府

排出権

保有・管理

受益権を活用したことにより

・小口利用が可能
・煩雑な手続きが不要

自動車の使用に際して

環境配慮の取組

環境取組

のｱﾋﾟｰﾙ
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商品化の際に留意した点

実際の排出量削減に
寄与すること

信頼性・透明性を
確保すること
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お客様への御案内の流れ

ＣＯ２排出量の
見える化

ＣＯ２排出状況の
自分ごと化

ＣＯ２削減目標と
削減努力

目標不足分の埋合せ
として排出権を利用

データ管理

データ分析

削減施策
立案・取組

取組成果
チェック

カーボン・オフセットとは

市
民
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
自
治
体
、
政
府
等
の
社
会
の
構
成

員
が
、
自
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
認
識
し
、
主
体
的
に
こ

れ
を
削
減
す
る
努
力
を
行
う
と
と
も
に
、
削
減
が
困
難
な
部
分
の

排
出
量
に
つ
い
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
又
は
他
の
場
所
で

排
出
削
減
・吸
収
を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
そ
の
排
出
量
の
全
部
又
は
一
部
を
埋
め
合
わ
せ
る

こ
と
を
い
う
。

【環
境
省
カ
ー
ボ
ン･

オ
フ
セ
ッ
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（指
針
）よ
り
】
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ＣＯ２削減活動支援

ＣＯ２削減

公共
交通機関

ダウン
サイジング

エコドライブ

ハイブリッド
自動車

台数削減

排出権によるオフセット

取り組み

お客様と共同での
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ＣＯ２削減支援ツール
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パターン① 小型貨物 小型乗用

※メーカー発表 10 ・1 5モード燃費×8 0％　200 7/05 現在

燃費比較燃費比較

118.67 ㍑
118.67 ㍑

＝－ ×
6 3, 25 0円
63, 25 0円

ⅰ　年単位比較（月間1,500㎞走行）

ⅱ 　貴社保有台数50台に換算した場合の年単位比較

78.125㍑
78.125㍑

130円
130円

必要燃料 2007 年4 月
ガソリン全国平均価格

11台当り年台当り年63,263,25050円コストダウン円コストダウン!!!!1 2ヶ月
12ヶ月×

63,25 0円
63,25 0円 ×

5 0台
50台 ＝

3,162,500円3,162,500円 環境対応の上、なんと年間環境対応の上、なんと年間約約３１０万円の３１０万円のコスト削減コスト削減!!!!

ADADバン→フィットに乗り換えた場合の燃料費コスト比較バン→フィットに乗り換えた場合の燃料費コスト比較

燃料消費率※
1 ,500㎞走行に必要な

燃料
フィット との燃料
消費量差

５年間合算のＣＯ２
排出量

フィット　1300　AT 19 .2㎞/ ? 78.125? － １０．８ｔ

ADバン　1200　AT 12.64㎞/ ? 118.67? ４０．５４? １６．５ｔ

プロボックス　1300　AT 12 .8㎞/ ? 117.18? ３９．０５? １６．２ｔ

Contents③：環境対応（低公害車導入２／４）　　　【燃料コストの比較】

テレマティクス

給油カード

車種・走行
データ分析

エコドライブ講習
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A 　株式会社（44件） 8 36 18% 82% 377    935    833    

B 　株式会社（42件） 25 4 13 60% 10% 31% 470    333    441    448    

C 　株式会社
（29件）

18 3 8 62% 10% 28% 1,063  1,275  1,393  1,176  

D 　株式会社
（28件）

27 1 96% 4% 455    739    466    

E 　株式会社（23件
）

20 2 1 87% 9% 4% 862    814    637    848    

F 　株式会社（14件） 12 2 86% 14% 938    783    916    

G 　株式会社（12件） 6 3 3 50% 25% 25% 758    885    889    823    

H 　株式会社（10件） 9 1 90% 10% 659    911    684    

I 　株式会社（10件） 5 5 50% 50% 559    744    652    

J 　株式会社
（9件）

5 1 3 56% 11% 33% 714    714    1,441  956    

K 　株式会社
（8件）

1 1 6 13% 13% 75% 529    1,579  845    897    

L　株式会社（7件
）

1 6 14% 86% 925    1,426  1,355  

M 　株式会社（4件） 2 2 50% 50% 692    747    719    

N 　株式会社（2件） 2 100% 479    479    

O 　株式会社（2件） 2 100% 535    535    

P 　株式会社（1件） 1 100% 1,011  1,011  

Q 　株式会社（1件） 1 100% 536    536    

グループ
全体（246件）

143 52 51 58% 21% 21% 672    908    915    772    

車種別月走実績（平均）

軽自動
車
乗用車
ライトバ
ン
計

販売会社名

車種別台数 車種別比率

ライトバ
ン

乗用車
軽自動
車

ライトバ
ン

乗用車
軽自動
車

833

4 4 8

1,176

4 6 6

8 4 8

916

8 2 3

684

6 5 2

956

897

1,355

719

479

535

1,011

536

7 7 2

- 5 0 0 1 , 0 0 0 1 , 5 0 0 2 , 0 0 0

③ Ｂ社、Ｄ社は５００ｋｍに満たないが、同じ首都圏会社であってもＣ社はその倍以上（１,１７６ｋｍ）走る

① 弊社契約は Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社の首都圏会社様で９９件と、全体の４０％を占める

貴社グループ企業様の車両コスト適正化を図る第一歩として、車両ご使用状況を推測する為に

弊社リース契約２４６台（０７年７月末）の各社様 ごとの車種構成並びに走行距離を分析致しました。

≪販社別平均月走距離≫≪販社別車種・走行距離分析≫

② 全体での平均月走距離は７７２ｋｍと比較的短く、営業エリアは近距離地域が多いものと推測される

④ 車種構成は軽自動車の比率が５８％と高い（Ｂ社 ６０％、Ｃ社６２％、Ｄ社９６％）

首都圏会社の軽自動車に絞ることで、傾向を把握できないか？　

A
B
C

D
E
F

G
H
I
J

K
L

M
N
O
P

Q

走行距離の短い車両を代替交通手段にすることでコストダウンを図れないか？

Contents②：運行（車両台数削減１／３）　　　　　【車両状況概観：弊社事例】

燃費管理
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スピードアップ
するには？

法人向けオフセット商品の難しさ

１．企業に明確なＣＯ２削減義務が無い
２．企業にとってコストアップとなる

法令による強制力 インセンティブ
≪取組メリットの見える化≫

『環境保全』という理念だけでは
ＣＯ２削減の取組が進みづらい

背景
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ＣＯ２削減活動のメリットの見える化

エコドライブ 事故削減

燃料使用量削減

企業イメージＵＰ

コスト削減
燃料費・リース料
任意保険料
車両修理費

業務効率ＵＰ

労働災害減少

インセンティブ

低燃費車・ダウンサイジング

台数適正化
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ＣＯ２削減活動と排出権を組み合せた例

１台あたりの
年間ＣＯ２排出量

※一定の試算条件に基づく

４.6ｔ

排出権

エコドライブ
車種適正化など

1.0t

0.8t
1.8t

削減手法設定削減目標

40%

コスト効果

コスト
アップ

コストダウン
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ご清聴有難うございました

http://www.mitsubishi-autolease.com
経営企画部　TEL（03）5476-0112
開発営業部　TEL（03）5476-0101

三菱オートリースは
お客様の企業価値向上のため
自動車にかかる環境対応の取組みを

推進して参ります


